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フロンティアスクール中間報告書

都道府県名 新 潟 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 柏崎市立第二中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ３ ３ ２ １１
２１

生徒数 ９１ ９７ ９７ ３ ２８８

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

自らの課題に主体的に取り組み，学力の向上を目指す生徒への支援
～習熟度別少人数指導による個々の生徒への効果的な支援を通して～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

○ １・２・３年生 数学
生徒の学力の状況に差が出やすい教科であり，学校として当該教科に関する習熟度別少

人数指導の研究実績があるため。
○ １・２・３年生 英語

習熟度別少人数指導の導入により，個別指導を中心に個々の生徒の学習活動量を増加さ
せることを可能にするため。

( ) 年次ごとの計画2

平
成
14
年
度

○ テーマ
日常的・継続的な習熟度別少人数指導の実践と課題解決

○ 研究の見通し
平 標準的な学力検査を用いた学力分析を行い，学力向上を目指して習熟度別少人数指
成 導における指導法と評価の研究を行う。また研究連携校との研修を実施しながら，地

域に向けた情報発信に取り組む。15
年 ○ 研究の内容・方法
度 学力検査の分析を詳細に行い，研究連携校と合同研修を実施した。年間を通じて実

， 。施している習熟度別少人数指導において より効果的な指導法を求めて研究を進める

○ テーマ
全職員で取り組むフロンティアスクール事業
～学力向上・家庭学習習慣・心の教育～

○ 研究の見通し
平 全職員が本事業に取り組めるように 「習熟度別指導・少人数指導 「学 級活動」， 」
成 「心の教育」の３グループのいずれかに所属し，研究を推進する。 また習熟度別指導

過程の二中プランの改善・整理と実践の蓄積を図る。16
年 ○ 研究の内容・方法
度 上記の３グループは，それぞれが「習熟度別指導過程の二中プランの作成」 「家庭

学習習慣の定着のための方策 「道徳における，学力向上に関わる 内容項目の指導方」
法の工夫」を中心に研究を進める。
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( ) 研究推進体制3

校 長

教 頭

学力向上フロンティア
研究推進委員会 スクール事業推進委員会

体験活動推進委員会 各種教育部 やる気！元気！
総合的学習支援事業

全体研修会

教科部会 学年部会

○ 研究推進委員が中心となり，学力向上フロンティアスクール事業に取り組むことができ
るように推進委員会を同じ委員が務めた。しかし，教科の研究が中心であったため，組織
的に活動する場面が少なく，翌年度の改善を要する。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果
ア 学力の向上

本校生徒全体の学力は標準的な学力調査等の結果から向上していることが明らかになった。
また習熟度別指導・少人数指導を実施していない教科にも波及効果があった。

【学校全体のNRTの偏差値平均の推移】

イ 少人数指導・習熟度別指導の定着
生徒・保護者・教師にとって好意的に受け取られており，理解と協力を得ている。

○ 生徒の評価（H15.7、H15.12実施）
項目「授業がよくわかる」 （単位：％）

○ 保護者の評価（H15.7、H15.12実施）
項目(1)わかりやすい授業が展開されている。
項目(2)学力向上のための方策が施されている。
項目(3)子どもたちの家庭学習の様子に満足している。
項目(4)子どもたちに「正しい心」が育ってきている。
項目(5)学校として「心の教育」にしっかり取り組んでいる。 （単位：％）

H10.4 H11.4 H12.4 H13.4 H14.４ H15.4
平  均 49.7 48.7 49.9 50.9 51.6 52.7
国  語 52.8 50.2 50.7 51.5 52.0 52.6
社  会 47.9 48.1 48.7 49.9 50.4 52.1
数  学 48.7 47.9 49.2 50.3 52.3 53.5
理  科 49.8 49.5 50.8 51.9 52.5 52.6
英  語 48.0 45.6 49.7 49.3 50.3 52.5

一 学 期 末 二 学 期 末 一 学 期 末 二 学 期 末
そ う 思 う 38.30 41 .54 29 .56 38 .36
少 し そ う思 う 46.89 44 .31 49 .48 47 .93
思 わ な い 14.81 14 .15 20 .96 13 .71

数 学 英 語



項 目 （ １ ） 項 目 （ ２ ） 項 目 （ ３ ） 項 目 （ ４ ） 項 目 （ ５ ）
よ く あ て は ま る 2 3 . 3 6 3 2 . 8 6 8 . 5 1 2 2 . 8 6 2 7 . 1 4
ま あ ま あ あ て は ま る 6 2 . 7 7 5 7 . 1 4 4 3 . 2 6 6 2 . 1 4 6 1 . 4 3
あ ま り あ て は ま ら な い 1 0 . 9 5 9 . 2 9 2 7 . 6 6 1 2 . 1 4 1 0 . 7 1
あ て は ま ら な い 2 . 9 2 0 . 7 1 2 0 . 5 7 2 . 8 6 0 . 7 1
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ウ 習熟度別指導過程における二中プラン
（小）単元の習熟度別指導過程の独自のプラン作りに着手した。

エ 学力向上を目指す評価の改善
絶対評価をどう学力向上につなげるか，職員の共通理解が進み，評価のあり方に改善が見ら

れた。

２．今後の課題

○ 研究組織の再編
習熟度別少人数指導に関わる教科担当だけでなく，全員が研究に関わり推進していく。

○ 学力向上のために，生徒会による「家庭学習習慣の定着」運動の実施や道徳教育におい
て「向上心，真理の追究，困難の克服」といった内容項目の指導方法を工夫することで，
学力と心のバランスのとれた生徒の育成を目指す。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

○ 教研式標準学力検査・中教研学習指導改善調査
毎年度初めに，生徒の学力実態を把握するため，国語・社会・数学・理科・英語の教科

で実施している。
○ 知能検査

１年生と３年生を対象として年度初めに実施している。
○ 学習適応性検査

１学期に生徒の学習スタイルや学習に対する意識を調査するために全生徒を対象に実施
した。２月には講師を招き，得た情報を日常の指導に生かす方法を研修する。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○ 中間発表会の実施
平成１６年１月３０日（金） ～ 本校を会場に地区内の小中学校と中越地区13:45 16:50

内の 校を対象に授業を公開し，研究の全体説明後，数学科と英語科の協議会を実施しFS
た。

○ 研究発表時の資料を本校のホームページに掲載し，公開している。
○ フロンティアティーチャーは本年度柏崎市教育委員会主催の第３６回教育研究論文の募
集に対し「習熟度別少人数指導が生徒の学習意欲に及ぼす影響」という本研究の内容と関
連の深い研究論文を応募し，入選した。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 ﾚ１５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級
７～９学級 レ１０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 ﾚ 少人数指導 レＴ．Ｔによる指導
ﾚ その他

【研究教科】 国語 社会 ﾚ 数学 理科
ﾚ 外国語 音楽 美術 技術・家庭
保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ﾚ有 無
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